
学校名 京都府立丹波支援学校 

担当教員名  

 
活動のテーマ みんなで一緒に助かる防災教育 カリキュラムづくり 

主な教科領域等 教科領域（ 全教科領域 ） 指導の形態は、主に「生活単元学習」で実施 

アプローチ 

※該当するものに□をつけてください（複数可） 

地域連携  避難訓練・避難所運営  専門家の活用  体験学習  学校間・地域間交流  

教科連携  地域発信  カリキュラム開発 

活動に参加した児童生徒数 （ 小学部１学年～高等部３年生 229人 ）（複数可） 

活動に携わった教員数 （ 102 ）人 

活動に参加した地域住民・ 

保護者等の人数 

（ 30 ）人 【保護者・地域住民・その他（             ）】 
※児童生徒・教員以外で活動に参加する人の区分に□をつけ、人数をお書きください。（複数可） 

実践期間 西暦 2024年 ４月 ８日   ～  西暦 2025年 ３月 31日 

想定した災害 
※該当するものに□をつけてください（複数可）。 

地震  津波  台風  洪水  河川氾濫  土砂  その他（          ） 

活動報告 

１）活動の目的・ねらい 

 災害時要配慮者である障害のある児童生徒が自らの命を守り抜くために、主体的に行動するとともに危険な場所や状況

を予測・回避したり必要な場合には援助を求めたりできることを目指している。また、高等部の軽度知的障害生徒には、

自身が他者と協力して社会に貢献するという意識も高めたい。そのために、防災教育を教育課程に位置づけ、12年間を通

した系統的なカリキュラムが必要であると考え、これまでの実践を振り返るとともに新たな内容も含め指導内容一覧表を

作成する。 

２）実践内容・実践の流れ・スケジュール（※図表等を使用して分かりやすく記述してもよい） 

 ４月    学校経営の重点目標の一つに「防災・減災教育の充実」を位置づける 

 ４月～12月 各学部で防災・減災教育の実施 

９月～10月 教務部、研究部、授業者で、防災教育の実践の振り返り 

       今年度の指導内容を集約 

 11月～12月 防災教育指導内容一覧表の作成①  

       ・防災教育の目標を整理 

       ・指導内容を整理 

       ・単元配列の検討 

１月～３月 防災教育指導内容一覧表の作成② 

      ・教科の視点を整理 

      ・保護者や地域とのつながりを整理 

      ・教職員の防災研修会の計画 

 次年度、指導内容一覧表に基づき実践を行い、ＰＤＣＡサイクルで改善を行う。 

３）9月研修会の学びの中から自校の実践に活かしたこと。研修会を受けての自校の活動の変更・改善点。 

  昨年度まで（助成金を受ける前）の実践と今年度の実践で変わった点。助成金の活用で可能になったこと。 

・気仙沼市の小・中・高の実践を参観させていただき、防災・減災教育を計画的に積み上げていくことで命を守るという

「命の教育」だけでなく、人としてどう生きていくのかという人間力も高めることができると実感した。そのため、12年

間を通した系統的なカリキュラムの必要性を強く感じ、整理した。 

・助成金で防災教材や防災グッズが購入できたことで、より体験的な活動ができるようになり、児童生徒が主体的な学び

が深まった。 

４）実践の成果 

①減災(防災)教育活動・プログラムの改善の視点から  

・減災教育プログラム研修で学んだ被災地の当時の状況や被災者の想い、一人一人が自分事と捉える防災・減災教育の実

践等を自校の教職員に報告することで、防災への意識の向上につながった。気仙沼市の防災・減災教育の実践を参観し、

小・中・高の一貫した指導の有用性を強く感じたため、12年間の系統性を意識した。 



・「防災学習シート」を活用し、児童生徒の実態に応じた授業づくりやカリキュラムづくりに役立てた。 

②児童生徒にとって具体的にどのような学び（変容）があり、どのような力（資質・能力・態度）を身につけたか。 

高等部重度知的障害生徒  生活単元学習「まなぼうさい」 

・災害のイメージがもちにくい生徒が多かったが、ICT 機器の活用と合わせて疑似体験を行うことで、災害をより身近な

ものとして捉えるとともに災害の怖さについて知ることができた。 

・緊急地震速報を聞いて避難行動がとれる、自分が食べることのできる防災食を知る、簡易テントや段ボールベッドで過

ごせる等、災害時の環境の変化を体験的に理解することができた。（写真１） 

高等部軽度知的障害生徒 生活単元学習「防災について考えよう」 

・段ボールベッドや簡易トイレを協力して組み立てる体験してみることで、周りの人とともに助け合うことの大切さを知

ることができた。（写真２） 

・防災センターで災害の怖さを体感したり、ライフラインが止まった生活を学習したりする中で、災害への備えや災害時

に自分のできることを考えることができた。 

・もし、学校で大きな災害が起こったとき、小・中学部の児童生徒に対して高等部生として何ができるかを考え、「安心で

きるような言葉を掛け、一緒に避難する。」や「災害によって避難経路が変わるので、複数のパターンで訓練をしといた方

がいい。」と提案することができた。 

③教師や保護者、地域、関係機関等（児童生徒以外）の視点から 

・保護者、教職員を対象に災害を自分事として捉え、防災意識が高められるように能登半島地震で救助活動をされた消防

隊の方を講師に招き、研修会を行った。（写真３） 

・助成金で購入した簡易トイレや段ボールベッド、防災カードゲームやすごろく等を保護者の方にも実際に手に取って見

ていただいた。（写真４） 

・もしもの時に備えて各自必要なものを入れた「防災リュック」を家庭で準備してもらい教室に保管したり、避難訓練を

保護者に参観にしてもらったりするなど、保護者と一緒に防災意識を高める工夫をした。 

５）工夫した点、実践の特徴・特筆すべき点 

・生活単元学習として実施しているため、避難行動ができるようになることが中心課題となりがちで、教科学習の内容と

リンクする自然災害の理解や地域の安全を守る働き等の学習が希薄にならないように、教科の内容を中心に指導内容一覧

表を作成した。 

・大きな単元として構想するだけでなく、ホームルーム等の短時間でも学習できる「デジ防災（デジタル防災学習システ

ム）」の活用を予定している。 

６）実践から得られた教訓や課題と次年度以降の実践の改善に向けた方策や展望 

・次年度、指導内容一覧表をもとに年間指導計画を立て防災・減災教育を実践し、それぞれの立場に応じてカリキュラム

マネジメントを行っていく。 

・より災害を自分事として捉えることができるように、身近な地域で起こった災害で被災した方に外部講師をしてもらっ

たり、地域の方や施設とつながり合同避難訓練をしたりと地域とともに防災・減災学習を行っていく視点をもちたい。 

・特別支援学校では、障害の状況によって、様々な対応や準備が求められるが、 

(１)災害に備えて自分でできることを増やしておくこと（身辺自立） 

(２)必要に応じて助けを求めることができること（表現力） 

(３)他者のことも自分のことを含めて考えて行動できること（思考力・判断力）を柱として学校生活全体を通して学ばせ

ていく。 

７）その他（※特にあれば記述） 

※写真や画像、補足資料などがある場合は添付してください。写真は別途元データ（JPEG）もご提供ください。 
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防災・減災教育 指導内容一覧表 

防 災 ・ 減 災 教 育 の 目 標  

自分で考えて自分の命を守る行動ができる児童・生徒の育成 
（１）自らの命を守り抜くために身辺自立をはかり、防災・減災に向けて備えることや行動することについて主体的に考え、判断し、行動

できる。 

（２）危険な場所や状況を予測・回避したり、必要な場合に援助を求めたりすることができる。 

（３）友達と協力したり、弱者への思いやりをもったりし、他者や社会に貢献することができる。 

小 学 部 中 学 部 高 等 部 

➀災害への備えとして教員や保護者と一緒に防災カバンを準備

することができる。 

②災害発生時には、信頼できる大人の指示に従うことができる。 

③災害発生時に、困っていることを伝えることができる。 

④災害発生時には、進んで家族の手伝いをするなど、家族の役

に立つことができる。 

➀災害への備えとして必要なもの

を考え、防災カバンを準備するこ

とができる 

②災害発生時には、信頼できる大

人の指示に従うなど、適切に行動

できる。 

③災害発生時に、助けを求めるこ

とができる。 

④災害発生時には、進んで家族や

友達と協力して助け合うことがで

きる。 

➀災害への備えとして非常持ち出し

品を自分で考え、防災カバンを準備す

ることができる 

②災害発生時には、自らの命を守り抜

くために主体的に行動できる。 

③災害発生時に、危険を予測し、主体

的に行動できる。 

④災害発生時には、周囲の人々と協力

し助け合うことができる。 

小 学 部  低・中学年 小 学 部  中・高学年 中 学 部 高 等 部 

【生活】 
・自分の使ったものを決めら
れた場所に置くこと 
・簡単な衣服の着脱をするこ
と 
・尿意や便意を伝えようとす
ること 
・危険な場所について知るこ
と 
・教師と手をつないで一緒に
避難すること 
・身の回りの人や身の回りに
ある公共施設の使い方など
について関心をもつこと 
・身の回りの生命や自然につ
いて主体的に関わること 
【国語】 
・伝えたいことを思い浮か
べ、身振りや音声などで表す
こと 
【音楽】 
・リズムに合わせてポーズを
とること 
【体育】 
・教師と一緒に楽しく体を動
かすこと 
 

【生活】 
・整理の仕方や収納場所や収納
方法が分かること 
・衣服の前後や表裏が分かり、
着脱後の簡単な確認ができるこ
と 
・用便の一連の流れと共に基本
的な方法や態度を身に付けるこ
と 
・危険な場所に気付くとともに、
身近にある安全な場所を知るこ
と 
・「火事」「地震」「避難」等の言
葉の意味を理解したり、避難時
に友達と一緒に行動したりする
こと 
・自分が住んでいる地域の自然
や街の様子に関心をもつこと
（シート NO.3） 
・身近な生命や自然について知
ること 
【国語】 
・体験したことなどについて、
伝えたいことを考えること 
【生活単元学習】 
・どんな災害があるのか見てみ
よう 
・テントで過ごしてみよう 
・災害食を食べてみよう 
・防災クイズやカルタで遊ぼう 

【生活単元学習】 
・地震や津波の怖さを知ろう 
・地域の災害の歴史を知ろう（シ
ート NO.24） 
・緊急地震速報を知ろう（シート
NO.52） 
・校舎内の危険マップを作ろう 

（シート
NO.３,４） 
・防災かるたを作って遊ぼう 

(シート
NO.37，64) 
・防災カバンをつくろう 
・防災食を食べてみよう 
・様々な防災グッズを使ってみよ
う 
・防災センターの見学 

【生活単元学習】 
・災害の種類や仕組みを知ろう 
・避難所での生活を体験しよう 
・紙で食器を作ろう（シート NO.33） 
・災害時の炊飯を考えよう（シート
NO.57） 
・自宅周辺のハザードマップを調べよ
う 
・災害時に自分たちができることを考
えよう 

全 校 行 事 （ＰＴＡ行事含む） 

・避難訓練 年３回（１学期：地震  ２学期：地震と火災  ３学期：告

知なし） 

・消防署との連携（消火器体験、煙体験、防災に関する講話を３年サイクル

で実施） 

・ＰＴＡと連携した緊急時引き渡し訓練 

・学校保管用に保護者と一緒に防災カバンを準備 

・ＰＴＡ主催による保護者、教員を対象に研修会 

【教材等一覧】 

・防災教育用カードゲーム「ぼうさいダック」   ・防災カードゲーム「なまずの学校」   ・防災すごろくゲーム「GURAGURA TOWN」   ・

バケツにもなる撥水非常バッグ 

・組立式段ボールトイレ    ・非常用段ボールベッド   ・寝具エアーマット   ・アルミシート   ・非常食（ご飯、スパゲテ

ィ、水、コッペパン、カレー等） 

・デジ防災（デジタル防災学習システム）TOPPAN   ・防災学習シート（気仙沼市教育委員会）    

 


